
【６−１　環境保全】

　６−１−１　環境にやさしいライフスタイルの実現

　６−１−２　生活環境保全のための指導体制の確立

【６−２　資源循環】

　６−２−１　資源循環型社会経済の構築

【６−３　上水道】

　６−３−１　災害・老朽化対策の推進

　６−３−２　経営効率化と料金見直し

【６−４　下水道】

　６−４−１　広域的な下水道整備の検討

　６−４−２　施設の長寿命化と耐水化対策

　６−４−３　水洗化の促進

　６−４−４　汚泥の処理

【６−５　公園・緑地】

　６−５−１　公園・緑地の整備と活用

【６−６　消防団・防火】

　６−６−１　消防団体制の強化

　６−６−２　火災予防活動と防火意識の向上

【６−７　防災】

　６−７−１　防災体制の強化

　６−７−２　防災備蓄品等の充実

第 ６ 章

安全・安心で自然の美しいまち
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【６−８　交通・防犯】

　６−８−１　安全・快適な交通環境づくり

　６−８−２　交通安全教育・啓発の推進

　６−８−３　安全な地域環境の整備

　６−８−４　地域防犯体制の強化

◆基本目標の概要説明

災害や事故の防止体制を整備し、町民が安心して暮らせる安全なまちづくりを進めます。また、自然

環境を保全し、次世代に引き継ぐとともに、自然との調和を図った地域づくりを推進します。さらに、生

活環境の改善と防犯対策の強化を図り、安全・安心で自然の美しいまちを目指します。

①現状と課題

前期では、環境衛生・廃棄物処理、防災対策、自然環境保全など、安心して暮らせる環境づくりが着

実に進められてきました。

自然の恵みを実感できる豊かな環境は、町の大きな魅力として住民にも高く評価されています。

一方で、住民意見やアンケートでは、環境保全への意識向上や防災・防犯のさらなる取組強化への期

待が見られます。

町の強みである自然資源を守りながら、安心して暮らせる生活環境の質を高めていくことが重要です。

②後期の方向性・今後の取組

自然との調和を保ちながら、防災・防犯・環境保全の取組をさらに推進し、誰もが安心して暮らせる、

魅力ある生活環境づくりを進めます。

＜今後の取組＞

・環境の保全と活用

・防災力の強化（住民参加型の防災体制づくり）

・環境負荷の低減と循環型社会の推進（ごみ減量等）

・子どもや高齢者が安心して過ごせる安全な生活環境の整備

③参考データ

区分 内容 出典

前期計画進捗
平均進捗：88%

多くの施策が完了。今後は上水道の更新と消防救
急体制の強化が重要ポイント。

前期進捗管理

住民意見（良いところ）
【意見】…「自然が豊か」「緑が多い」（中高生：「自

然を大切にする町が良い」）
【アンケート】自然環境への満足…66.3%

アンケート／町民会議／中高生WS

住民意見（課題）
【意見】「防災への不安もある」
【アンケート】…環境共生…42.6%、自然災害の不安…

43.5%
アンケート／中高生WS／町民会議
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…６−１… 環境保全

●ベンチマーク

指標
現状値

（令和６年度）

目標値

（令和12年度）
説明

温室効果ガス排出量
1,634t-Co2
（令和５年度）

1,296t-Co2
（令和12年度）

カーボンニュートラルを推進する。

町民一人当たりの家庭ごみの量 630g/日 600g/日 資源化や3Rを推進する。

６−１−１　環境にやさしいライフスタイルの実現

●概要

日常生活が地球環境に及ぼす影響を考慮するよう、環境保全意識の啓発を図ります。一人ひとりの取

組による環境保全活動の普及・促進に努めます。

●後期計画における重点項目

省エネ促進事業補助金を浸透させ、日常生活が地球環境に及ぼす影響を考慮するよう、環境保全意

識の啓発を図ります。

●関連事務事業

資源ごみ回収事業、省エネ促進事業補助金

●関連個別計画

勝央町第４次地球温暖化対策実行計画（事務事業編）
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６−１−２　生活環境保全のための指導体制の確立

●概要

大気汚染物質の発生の抑制に資する意識の啓発及び行為者への指導強化を行います。

また、ペットによるフン害の抑制のため、町民の意識向上及び飼い主への指導・助言を行います。

●後期計画における重点項目

廃棄物の野焼き等をはじめとする大気汚染物質の発生の抑制に資する意識の啓発に努め、行為者への

訪問指導をさらに強化します。

また、ペットによるフン害を抑制するため、防災行政無線や啓発看板の活用などにより町民の意識向

上を図るとともに、必要に応じ、飼い主に対して指導・助言します。

●関連事務事業

不法投棄対策事業

●関連個別計画

勝央町一般廃棄物処理基本計画
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…６−２… 資源循環

●ベンチマーク

指標
現状値

（令和６年度）

目標値

（令和12年度）
説明

リサイクル率 29.2% 33%
住民と事業所による循環型社会の形成を
推進する。

６−２−１　資源循環型社会経済の構築

●概要

町民や事業者に対して、広報紙や防災行政無線、ホームページによるごみの減量化や適切な処理に係

る啓発や情報提供に努めます。生ごみ処理機の利用促進に向けた補助を実施します。雑紙や布、プラス

チック製容器包装類の分別収集のさらなる啓発により、リサイクルの推進を図ります。

●後期計画における重点項目

町民や事業者に対して、広報紙や防災行政無線、ホームページによるごみの減量化や適切な分別の

啓発に努めます。生ごみ処理機の普及を推進します。

●関連事務事業

ごみ減量化推進事業、資源ごみ回収事業、生ごみ処理機導入補助金

●関連個別計画

勝央町一般廃棄物処理基本計画

●協働機関

津山圏域資源循環組合
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…６−３… 上水道

●ベンチマーク

指標
現状値

（令和６年度）

目標値

（令和12年度）
説明

水道基幹管路の耐震化率 53.50% 56.10%
上下水道耐震化計画及び社会資本総合整
備計画に基づいて耐震化を行う。

６−３−１　災害・老朽化対策の推進

●概要

地域防災計画等で定められている避難所や医療機関等、災害時に水道機能の確保が必要な23箇所の

重要施設に接続する上水道管路等について、下水道管路とともに今後、計画的な耐震化を検討します。

●後期計画における重点項目

指定緊急避難場所として指定されている６施設（勤労者体育センター、勝間田小学校、勝央中学校、

勝央北小学校、武道館、旧吉野小学校）に接続する水道管路（配水本管・配水支管など）について、

耐震性能を確保します。

●関連事務事業

防災・安全交付金（水道総合地震対策事業）

●関連個別計画

勝央町水道事業経営戦略、勝央町上下水道耐震化計画
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６−３−２　経営効率化と料金見直し

●概要

今後見込まれる給水人口及び水需要の減少、老朽化する施設及び管路の更新需要の増加などの将来

見通しに対応するため、更新計画の見直しや有収率の改善を図りながら安定した水道事業経営の持続を

目指します。

●後期計画における重点項目

受水費用等の経常経費や施設管路更新費用の削減に努めつつ、水道事業の財政状況に基づき、水道

料金の改定を５年ごとに検討します。

●関連個別計画

勝央町水道事業経営戦略、勝央町水道事業アセットマネジメント計画

●協働機関

岡山県広域水道企業団

…６−４… 下水道

●ベンチマーク

指標
現状値

（令和６年度）

目標値

（令和12年度）
説明

下水道施設の耐震化率 ０% 100%
施設の耐震・耐水化各計画を基に耐震化
を進める。

下水道水洗化率 94.90% 96.00% 水洗化率の向上を図る。

６−４−１　広域的な下水道整備の検討

●概要

近隣市町との共同処理や施設の統廃合、国・県が進めている「広域化・共同化計画」について、検

討します。
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●後期計画における重点項目

持続的な下水道運営を図るため、施設の統廃合を含めた検討を行います。

●関連個別計画

岡山県汚水処理広域化・共同化計画、勝央浄化センター外ストックマネジメント実施計画、勝央町下

水道事業経営戦略

●協働機関

隣接市町

６−４−２　施設の長寿命化と耐水化対策

●概要

公共下水道区域では供用開始後40年以上が経過しており、勝央浄化センター施設等の劣化がみられ

るため、改定済のストックマネジメント計画及び耐水化計画に基づき、施設の計画的な改築・更新を実施

します。

●後期計画における重点項目

勝央浄化センター施設等、劣化が進んでいる施設を中心に改築更新を実施します。

●重点取組

勝央浄化センター改築更新、管路更新工事、ポンプ場耐水化工事

●関連事務事業

社会資本総合整備事業（防災・安全交付金事業）

●関連個別計画

勝央町下水道ストックマネジメント計画、

勝央町耐水化計画
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６−４−３　水洗化の促進

●概要

令和６年度末の水洗化率は94.9％となっており、さらなる生活環境の向上と公共水域の水質保全への

寄与について啓発し、全戸水洗化を目指します。

●後期計画における重点項目

岡山県が策定したクリーンライフ100構想のもと、水洗化率の向上に努めます。広報紙等を通じた周

知を進めます。

●関連個別計画

岡山県クリーンライフ100構想、勝央町下水道事業経営戦略

６−４−４　汚泥の処理

●概要

汚泥は肥料化施設で処理することで再資源化でき、処分費の軽減と二次公害防止につながるため、発

生汚泥量の削減に積極的に取り組みます。

●後期計画における重点項目

国の方針に基づき、汚泥堆肥化の検討を進めます。

●関連事務事業

下水汚泥資源の肥料利用拡大支援事業

●関連個別計画

国方針「発生汚泥等の処理に関する基本的考え方」
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…６−５… 公園・緑地

６−５−１　公園・緑地の整備と活用

●概要

都市公園をはじめとする身近な公園・水辺環境等の整備・保全を進め、多様なニーズに応じた公園づ

くりを推進します。

金山谷池親水公園・カタクリ初恋公園など特色ある公園の充実を図ります。

●後期計画における重点項目

長寿命化計画に基づき、維持管理・遊具点検を毎年度実施し、安全性を確保します。

金山谷池は令和７年度～９年度で改修を行います。

●関連事務事業

公園管理事業

●関連個別計画

勝央町公園施設長寿命化計画
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…６−６… 消防団・防火

６−６−１　消防団体制の強化

●概要

資機材整備・訓練実施等により消防団の活動能力を向上し、消防団員確保・育成を図ります。

●後期計画における重点項目

消防資機材の維持管理及び必要に応じて更新を検討します。

各分団が新設・購入する消防資機材に係る補助制度の利用促進に向けた関係各位への周知をより強化

します。

新入団員確保に向けた情報発信及び消防団員募集チラシを活用した各分団が行う勧誘活動を推進しま

す。

●関連事務事業

消防補助金制度、消防団アプリ活用、広報啓発活動

６−６−２　火災予防活動と防火意識の向上

●概要

巡回パトロール、防火思想普及等により町民の防火意識向上を図ります。また、主に幼年層を対象と

した防火思想の普及を推進します。

●後期計画における重点項目

幼年消防クラブ連携活動などを実施します。

●関連事務事業

全国一斉火災予防運動

●協働機関

津山圏域消防組合、消防団
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…６−７… 防災

６−７−１　防災体制の強化

●概要

地域防災計画等の実効性維持と町民とともに災害に強いまちを築くため、自主防災組織強化の推進や

活動の支援、防災訓練を通じた意識向上、災害時要配慮者対策の推進に努めます。

●後期計画における重点項目

地域防災力の強化のために、地区防災計画の策定推進を図るとともに町民自身が主体的に防災対策

に取り組めるよう防災士の養成を行い、地域の防災対策を一層推進するため地域防災計画等の改訂を行

います。

●関連事務事業

地区防災計画策定支援、防災士養成、総合防災訓練

●関連個別計画

地域防災計画

●協働機関

勝央町区長会

６−７−２　防災備蓄品等の充実

●概要

災害時の迅速な対応のために、防災備蓄品及び防災備

品の計画的整備を行います。

●後期計画における重点項目

基本的な生活必需品や衛生用品等を十分に確保するために毎年度予算化し、圏域自治体と広域的な

連携を図り計画的に備品の整備を継続して行います。

●関連事務事業

非常時備蓄物資確保等広域化事業
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…６−８… 交通・防犯

６−８−１　安全・快適な交通環境づくり

●概要

交通安全施設や歩道などの整備を推進します。

●後期計画における重点項目

信号・標識・ガードレール等の整備を推進します。

●関連事務事業

交通安全施設整備事業

●協働機関

美作警察署

６−８−２　交通安全教育・啓発の推進

●概要

交通安全教育・啓発、情報共有を推進し、交通事故防止に努めます。

●後期計画における重点項目

講習会、補助制度の活用、チャイルドシート着用推進などを行います。

●関連事務事業

交通安全協会事務局運営、安全運転支援装置補助

●協働機関

美作警察署、交通安全協会、町内小中学校
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６−８−３　安全な地域環境の整備

●概要

メール配信サービスを活用し、町からのお知らせや緊急情報の迅速な伝達

を図ります。

●後期計画における重点項目

メール配信サービスの運用を行います。

●関連事務事業

メール配信サービス事業

●協働機関

区長会

６−８−４　地域防犯体制の強化

●概要

警察署・自主防犯組織と連携し、犯罪情報・防犯知識の提供・共有や地域におけるパトロールの充実

を図るとともに、防犯機器支援等により防犯体制を強化します。

●後期計画における重点項目

地域における見守りやパトロールの支援、防犯灯や特殊詐欺防止機器等の補助を行うことにより、犯

罪の起きにくい地域づくりを継続します。

●関連事務事業

安全・安心パトロール保険事業、防犯灯補助事業、

特殊詐欺防止機器補助事業

●協働機関

美作警察署、郵便局、区長会
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